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事前検証ツール概要

• 事前検証ツールとは
‒ IHE-JコネクタソンのエミュレータSW

‒ 検証を行うのはHL7関連

(MESAツールではHL7の日本語拡張対応での検証ができないため)

‒ ツールで検証するシナリオ・電文データ(マスタ類等)は

コネクタソンと同一。

‒ 対象テクニカルフレームワークはSWF・PIR

‒ 対象アクタはOP・OF・IM



事前検証ツール概要

• 事前検証ツールはリリース４年目
‒ 過去のリリースはコネクタソン前の作業進捗を

上げるための提案的提供

‒ その目的は均一な環境下での成否確認を行う事で

トラブルの要因をシステム毎に事前に特定し、

コネクタソン開催時点の調査指標とする事

‒ 今年から更に一歩、踏み込みます



事前検証ツール機能概要

• 構成
‒ バリデータ

‒ 電文エクスプローラ(電文ビューア)

• 設定
‒ 検証シナリオ(SWF/PIR等)・パターン(単純/CT等)を設定

‒ 検証するアクタ(OP/OF/IM)を設定

‒ ツールと検証システムの通信環境設定(IP/Port)

• 機能
‒ バリデータ
• シナリオの１通信セッション毎の通信検証

• シナリオの経過検証

• ログ出力

‒ 電文エクスプローラ
• HL7１電文のビューア（構造的に表示）

• 文法解釈



• バリデータ操作フロー

事前検証ツール機能概要

①起動 ②シナリオ・パターン選択 ③テストアクタ選択

※掲載画面は08年度版のため変更される可能性があります



• バリデータ操作フロー(続き)

事前検証ツール機能概要

④通信環境設定 ⑤テスト実施

※掲載画面は08年度版のため変更される可能性があります



• 電文エクスプローラ

事前検証ツール機能概要

※掲載画面は08年度版のため変更される可能性があります



事前検証ツール適用について

• ベンダーワークショップ２回目[07/23]にて詳細説明実施
‒ シナリオ・データについて説明

‒ 利用マスタ(撮影コード、患者プロファイル、資材)について説明

‒ デモを実施し、使用方法説明

‒ 具体的運営方法・スケジュールについて説明

• ツールの配布はベンダーワークショップ２回目後を予定
‒ ７月末までに配布開始予定

‒ 配布方法はWebダウンロード

(URLについてベンダーワークショップ２回目周知)

• ツール利用結果の報告提出を必須と定義
‒ テストMLを利用して報告メールを提出

‒ 報告メールのテンプレートをベンダーワークショップ２回目後に

提供予定



事前検証ツール適用について

• 報告内容について
‒ 接続状況の報告を必須

‒ 接続状況を表現するのは以下４種
• 検証完了[ログ添付必須]

• 検証途中[ログ添付必須]

• 接続失敗[詳細情報レポート必須]

• ツール起動失敗[詳細情報レポート必須]

• 報告から継続サポートするケースについて
‒ 接続失敗、ツール起動失敗については継続サポート

‒ 報告メールに詳細状況を記載して頂き、個別サポートに移行

‒ 具体的な運営方法詳細はベンダーワークショップ２回目で説明

• 報告→完了するケースについて
‒ 検証完了、検証途中については報告メールを以て完了

‒ ツールが出力するログのメール添付を必須



終わり
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